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１．研究計画の概要 
人々の日常生活における身体活動・行動に

影響を及ぼす可能性のある居住地域の物理
的・社会的環境要因を特定することにより、
健康づくりを支援する支援環境を提案する
ことが目的である。 
そのため学際的な共同研究組織を創成し、

研究仮説の検討を重ねた上で、調査地域を選
出する。地域の物理的・社会的環境について
は地図情報システム（GIS）を用いた調査を
行い、同時に居住住民の日常身体活動・行動、
居住地域環境の認知に関する調査を行い、両
者間の関連について検討する。さらに日常行
動パタンについては全地球測位システム
（GPS）を用いた調査をも並行させる。 
本研究により、人々の日常身体活動・行動

と関連する居住地域の物理的・社会的環境要
因が明らかになり、身体活動量増加のための
実践的な支援環境介入方法の提案が可能に
なる。 

本研究は人々の生活行動・習慣に関する新
研究領域の提案となり、新たな研究手法と研
究基盤を提供できることが期待される。 
 

２．研究の進捗状況 
本研究は現在まで下記の５つの柱で研究

を進めている。 
(1) 地域別 GIS データベースの構築 
地域（市区町村）別の客観的物理的・社会

的環境を比較評価できるようにすることを
目的とし、地域統計データと空間地図情報を
用いて、GIS の技術を応用したデータベース
を構築した。これにより、与えられた条件に
より地域環境を評価し、自動抽出できるシス
テムとしての整備をも行った。 

 

(2)居住地域の物理的環境指標の開発 
居住地域環境の間の比較評価を可能にす

るために、GIS データベースの組合せによる
物理的環境の指標の開発を行った。 

 
(3) GPS と加速度計による個人の行動の評

価システムの開発 
小型位置情報システム（GPS）のデータを

個人の身体活動・行動評価に応用する方法論
を確立することを目的とし、加速度計データ
の時刻を介して GPS の位置情報と統合する手
法を確立した。さらに、これらデータの分析
用ソフトを開発した。 

 
(4) 主観的地域環境認知に関する調査票

の開発 
地域住民の日常生活行動ならびに居住地

域環境の認知状況を把握するために、調査票
を開発し、調査項目による指標化を行い、評
価を可能とした。 

 
(5) 住民対象調査 
地域住民を対象とし、下記の調査を同時に

進めてきている。 
①日常生活行動ならびに居住地域環境の

認知状況を把握するために、開発した調査票
を用いた調査 

②日常身体活動の客観的な評価をするた
めに、加速度計を用いた１週間～2 週間の連
続した測定 

③日常生活行動の範囲及び利用ルートの
評価を行うために、腕時計型小型 GPS を用い
た平日と休日の計測 

④調査参加住民の居住地域の客観的評価
を行うために、GIS により住所地を用いた
個々人の近隣の物理的環境の計量 
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⑤さらに、生活習慣形成期である中学生と
その保護者を対象とした同様の調査をも並
行しておこない、地域環境と生活行動のみな
らず、家族内の環境認知・行動の類似性につ
いての検討 
 
３．現在までの達成度 
② おおむね順調に進展している。 
GIS を用いた客観的な地域環境データベー

スの構築（首都圏・中部圏・近畿圏）、並び
に GPS と加速度計データの統合・分析ツール
の開発は当初の計画以上に進展している。た
だ、GIS データが公開されていない地域のデ
ータベースの構築が困難であること、さらに
住民調査に関しては昨年度の新型インフル
エンザ流行などの影響により、当初の計画に
比べると進行がやや遅れている。 

 
４．今後の研究の推進方策 

(1)地域環境データベースの構築について
は、GIS データが整備されていない地域を対
象とせず、首都圏・中部圏・近畿圏について
最近更新が行われたデータを用いて、地域環
境の評価について更新前のデータと比較検
討を行い、環境変化をも踏まえた地区特性を
定量的に抽出できる方法の開発を目指す。 
 
(2)住民調査については引き続き可能な限

りの協力を自治体、教育委員会などを通して
お願いし、幅広い年齢、職業を網羅していく。 
 
(3)各種調査・測定・計測データを統合し

て分析を行うことにより、本研究の目的が期
間内に達成できることを目指す。 
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